
【 ： 】 ID

【 病名： 】 氏名 様

【 特別な栄養管理の必要性  ： 】
【 栄養計画 ： 】
【 総合的機能評価 ： ※総合的機能評価を行う場合の評価結果は別紙にてご説明させて頂きます。 】
　注：病名/入院期間等は、現時点で考えられるもので検査や治療、病態により変更となる場合があります。

□入院・手術のオリエンテーションを
　します。

□痛みがあるときはお薬を使用しますので、
　我慢せず看護師にお伝えください。
□トイレに行きたいときはナースコールにてお知らせください。説明指導

治療処置
□特にありません。 □義歯・装飾品・湿布類・　眼鏡・コンタクト

　などを外し手術着へ更衣します。
□体温・血圧など測定します。

□体温・血圧など測定します。

　

検査 □外来にて術前検査は終了しています。

ﾘﾊﾋﾞﾘ □必要時、医師の指示により介入いたします。

安静度

目標

□風邪症状などの体調不良がなく全身の状態が落ち着いている。 □腹部の痛みが、痛みの評価表（ＮＲＳ）を用いて5以下で
 コントロールできる。
□下血、腹痛、下痢などの症状がない。
□術中、術後アレルギー症状が出ない。

注射

□制限はありません。
□シャワー浴可能です。

□病棟内でお過ごしください。

□治療後2時間はベッド上安静です。
□麻酔からしっかり覚醒したらトイレ歩行は可能です。初回の歩行時
は必ず看護師が付添いますので、お一人では歩かずナースコールを
押してください。

□絶食です。
□指示があるまで飲水できません。

※当院では、管理栄養士よる栄養評価を行い必要に応じて栄養指導させて頂きます。

□お体の状態に合わせて、歩きか車椅子で3階
の内視鏡室に行きます。

□朝9～10時頃より点滴を開始します。 □点滴は継続します。

入院診療計画書 大腸内視鏡粘膜下層切開剥離術
大腸腫瘍 【　　　　　　　　　病棟　　　　　　　　　　号室　】

食事
□大腸検査食。
□夕食以降は絶食です。

経過 入院日（手術前日） 当日　術前 当日　術後
日時 　　月　　日（　　） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月　　日（　　）

内服

□持参されたお薬とお薬手帳を看護師が
　確認します。
□指示されたお薬を内服しましょう。
□寝る前に下剤を内服します。

□朝6時頃、指示されたお薬を飲みます。また、
検査用の胃薬の錠剤を内服します。
□7時頃より2Lの下剤を飲みます。だいたい1時
間に1L飲むのが目安です。

□絶食です。
□朝の内服後は飲水できません。

□5～6時頃に採血があります。そのときに点滴
の針を入れます。

食止めの場合→絶飲食の為の輸液管理を行い適切な栄養管理に努めます。
あり なし

食ありの場合→院内約束食事箋に基づき適切な栄養管理に努めます。
あり なし
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治療処置

□絶食です。

手術翌日
日時
経過

注射

主治医

目標

(西暦）　　　　　　　　　　　　年　　　　　　　月　　　　　　　　日

本人/親族
または代理人（続柄）

ﾘﾊﾋﾞﾘ □必要時、医師の指示により介入いたします。

説明指導

□排便があったらナースコールでお知らせください。出血
がないか確認します。

□問題がなければ、普通の食事が出ます。

　　月　　日（　　）

□点滴は継続します。

術後2日目
　　月　　日（　　）

□朝から重湯、夕から5分粥が出ます。

□退院時間は（　　　）時頃になります。
□退院後に下血や腹痛、嘔気などの
 症状がある場合や
 ご不明な点は、肝胆膵内科外来まで
 お問い合わせ下さい。
 なお、診療時間外は救急外来で
 対応させて頂きます。

内服
□指示されたお薬を内服してください。
　休止薬は、（　　　/　　　）から再開となります。

食事

安静度 □問題がなければ院内歩行可能です。
□問題がなければ院内歩行可能です。
□シャワー浴可能です。

□退院後は入浴可能です。

□指示通り、お薬を内服してください。

□体温・血圧などを測定します。

説明看護師

上記、入院診療計画について十分な説明を受けた上で同意いたします。 同意年月日

検査
□早朝に採血、レントゲンがあります。レントゲンに呼ばれ
たら看護師が案内します。

□食事が食べて、腹痛などの症状があれば遠慮なくナースコー
ルでお知らせください。
□排便があったらナースコールでお知らせください。出血がない
か確認します。
□退院前に栄養士より栄養指導があります。ご家族の同席をご
希望の場合、来院できる日にちと時間をお知らせください(ご希
望がない場合は退院日に行います)。退院後の食事について不
安なことや分からない事を確認してください。

印

□検査の予定はありません。

□下血、腹痛、下痢などの 症状がない。　　□アレルギー症状がない
□食事形態がかわっても消化器症状が出現しない。

□腹部の痛みが、痛みの評価表（ＮＲＳ）を用いて5以下で コントロールできる。

術後3日目（退院日）
月　　日（　　）

□退院後の日常生活の注意点を　理解で
きる。

□日中、点滴があります。これで点滴は終わりです。

□薬剤師より退院薬の説明があります。
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